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資料

佐賀県の野鼠寄生ツツガムシと野鼠な

’らぴに住民のつつが虫病抗体保有率

虫病抗体保有状況を調査した．

材料および方法

1984年10月から1985年10月にかけて，野鼠を

Shermanbox-trapで生け捕りにした．患者の多くが感

染したと推定される佐賀県内の山麓部，すなわち，佐賀

市北部，神埼町，上峰村，基山町の４地域の杉植林地，

雑木林内と，一部は山間部の河川敷にトラップを設置し

た．生け捕りした野鼠は，エーテル麻酔下で，股動脈よ

り採血した．採血後，死亡した野鼠から，ツツガムシを

寺邑式で採集し，ガムクロラール液で封入して，検鏡同

定した．

住民のつつが虫病抗体価測定のため，平野部である諸

富町と，山麓を有する７地区を対象とした．住民と野鼠

のつつが虫病抗体価の測定は，螢光抗体間接法で行っ

た．抗原は，Gilliam,Kato,Ｋａｒｐの３株をＬ細胞に培

養したものを使用した．判定は，いずれかの株に抗体価

が1o倍以上を示したものを陽性とした．
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結果

調査期間中に，185頭の野鼠を捕獲した．このうち，

182頭は，アカネズミＡＰＯ此"z"sWcjos"ｓと同定でき

た．残りの３頭は，いずれも1985年２月に捕獲された

ヒメネズミＡα'ge"tez`ｓの幼獣であった．確認したツ

ツガムシの総数は10,456個体，種類は５属１１種であっ

た．

Ｌ幼ｔｏ肋?７２６妨泌"Ｍｚ,(ﾉｶﾞがもっとも多く，全体の半数

以上を占めていた．つつが虫病の媒介種とされている

Ｌ、Sc"ZeﾉﾙｧｅとＬ｣paZZ姉`"も確認された．この２

種の消長をみると，前者は，１０月から３月の間にのみ，

後者は，１１月から５月の間にのみみられている（Table

l)．野鼠各個体の捕獲地点の植生を記録しなかったの

で，各種ツツガムシの分布と植生の関係については検討

できなかった．

野鼠のつつが虫病抗体価は，アカネズミ140頭につい

て測定した．その結果，全地域で年間を通じて陽性の個

体がみられた（Table２)．陽性の50例中，160倍が６例

で，２０～40倍が35例で大半を占めていた．住民のつつ

が虫病抗体価調査は，合計1,400人について実施した．

佐賀平野部の諸富町では，129例中，陽性例を認めなか

ったが，山麓を有する他の７地区では，全地区に陽性例

があった(Table３)．全体の陽性例３７例中，ＩｇＭ抗体

保有者が７例確認された．
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はじめに

1964年以降，急速に減少したつつが虫病は，1976年

頃から再び患者が増加して，全国的に問題になってき

た．統計資料（厚生統計協会，1984）によれば佐賀県で

も，1983年に１名の患者が確認されて以来,毎年,患者の

発生が報告されている．佐賀県においては，藤崎(1956）

によるツツガムシの分布と季節的消長についての研究，

ならびに，Ｔａｍｉｙａ（1962）によるツツガムシおよび野

鼠からのつつが虫病リケッチア分離の業績がある．しか

し，それ以後は，ツツガムシならびにつつが虫病に関す

る報告はみられないわれわれは，佐賀県内におけるつ

つが虫病の現状を知る一環として，ツツガムシの種類と

季節的消長を調べ，さらに，野鼠ならびに住民のつつが

斑

llli 考察

藤崎（1956）は，佐賀県でアカネズミから，１０種のツ

iiiljllllFJ 
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TablelSpeciesandnumberoflarvaltrombiculidmitesperrodentcapturedinSaga 
PrefecturefromOctober，l984throughOctober，1985. 
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Table2DetectionofantibodiesagainstRたんe〃siα’s"Zsz4gamzzs/hZinwildrodents．
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Table3Detectionofantibodiesagainst 

RfcAe〃Ｓｆａｔｓ"Zsz`gczmzMZininhabitants．
たことになる．Ｌ・犬`ﾙz`ＯＡα，Ｌ・ノ⑫o"たαおよびjVigo

かo6伽Zα〃tα，?z"伽の３種は，今回汁新し<確認され
た種類である．つつが虫病媒介種であるＬＳＣ…胸γｅ

とＬ､′αノル２２`ｍは，佐賀県からはＴａｍｉｙａ（1962）に

より，最初に報告されたが，今回もこの２種が確認され

た．前者は，１０月から３月までみられ，後者は，１１月

から５月までみられている．1983年以来，佐賀県内で発

生した１１名のつつが虫病患者のうち，１０名が10月下旬

から12月中旬にかけて発病し，１名が５月中旬に発病し

ており，患者発生期は，Ｌ・sc2`Ze"α７．ｅとＬ・力α"〃z”
の発生期と一致している．

野鼠のつつが虫病抗体価測定の結果は，佐賀県内で，

つつが虫病リケッチア（RiC紘応ｍｔＭＳＺ`gα"ｚｚＭｉ）の
抗体をもっている野鼠が四季を通じて存在していること

を示す．われわれは，今回，つつが虫病リケッチアの分
離を試みなかったが，Ｔａｍｉｙａ（1962）は，1955年３月

に佐賀県内で捕獲した野鼠から，その分離に成功してい

る．彼らは，多久，東松浦，佐賀，武雄，西松浦，伊万

里，および藤津の７地域の１１地点から,アカネズミ２１
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ツガムシを記録し，他の宿主から，さらに１種を確認し

ている．また，Ｔａｍｉｙａ（1962）は，アカネズミから，

これら１０種のほかに，さらに４種を報告している．今
回のわれわれの調査では，宿主の採集地域は異なるが，

11種のツツガムシを確認した．これまでの成績と総合
すると，佐賀県から合計18種のツツガムシが記録され
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頭，ヒメネズミ３頭，スミスネズミ１頭およびヒミズモ

グラ３頭の計28頭の哺乳類を捕獲して，アカネズミか

ら４株，アカネズミとヒメネズミの混合材料から１株の

つつが虫病リケッチアを分離している．住民のつつが虫

病抗体価測定の結果は，報告されないつつが虫病患者の

存在を示唆する．

以上により，現在，佐賀県内で秋から春にかけて，つ

つが虫病の感染の機会があると結論できる．

Summary 

Arecurrenceoftsutsugamushidiseaseinl983 

inSagaPrefecture，westernKyushu,Japan,ｌｅｄｕｓ 
ｔｏｓｕｒｖｅｙｔｈｅｖｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅｄｉｓeaseandantibOdies 

againstR賊e伽mZMsz`gα"zzMZamongwildro‐
dentsandinhabitantsintheprefecture、Inthe
fOothinsoffOurdiHerentareas,atotalofl85wild 

rodents(all⑫０ｃｍ""sWcioS"s，exceptfbr3 
individualsofA.α泥ge"剛s)werecapturedalive
betweenOCtoberl984andOctoberl985・From

theserodents,atotaloflO,456trombiculidmites 

ofllspecieswerecollectedLePZot勿加6〃/"??z
sczzZeJJa花ａｎｄＬ汐aZZzbJZ`加，knownvectorsof

tsutsugamushidiseaseinJapan，wereconfirmed 

ThefOrmerwasfOundfromOctoberthrough 

ツツガムシの同定について，ご教示いただいた長崎大

学熱帯医学研究所鈴木博博士と，本研究の実施にあた

り，種々ご援助いただいた佐賀県衛生研究所長本村資光
博士に感謝する．

March，whilethelatterwasconectedfromNo‐ 

vemberthroughMay・Thisseasonalitycoincided
withtheoccurrenceoftsutsugamushidiseasefrom 
fallthroughspringinSagaPrefecture，Wild 

rodentshavingantibodiesagainstR、Zsz`tsz4gα"zJ‐
s〃Zwerepresentthroughouttheyear・DetGction

ofantibodiesfrom2､６％oftheinhabitantSsug‐ 
geststhepresenceofunreportedcasesofinfection 

withR・tszZrMga7?z"s/iiinSagaPrefecture．
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